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部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（報 酬
ほうしゅう

や 人 材
じんざい

確保
かくほ

等
とう

）議事
ぎ じ

要旨
ようし

（５月
がつ

） 

 

１．日
ひ
   時

とき
：平 成

へいせい
２３年

ねん
５月

がつ
３１日

にち
（火

か
）１３：４５～１７：００ 

 

２．場
ば
  所

ところ
： 厚 生

こうせい
労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうむね

２階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

：藤 岡
ふじおか

、藤井
ふじい

、平野
ひらの

、田中
たなか

（正
まさ

）、 中 西
なかにし

、野沢
のざわ

、光 増
みつます

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

【「 相 談
そうだん

支援
しえん

専 門
せんもん

職
しょく

」資格
しかく

の創 設
そうせつ

】 

意見
いけん

と結 論
けつろん

  

 ① 受 験
じゅけん

のバリアフリ
ば り あ ふ り

ーの 徹 底
てってい

 

② 当事 者
とうじしゃ

専 門 員
せんもんいん

（ピアカウンセラ
ぴ あ か う ん せ ら

ー）が排 除
はいじょ

されないため、この資格
しかく

を 取 得
しゅとく

で

きるルート
る ー と

確保
かくほ

の必 要
ひつよう

。 

 ③ OJTや当 事 者 性
とうじしゃせい

重 視
じゅうし

に研 修
けんしゅう

内 容
ないよう

の抜
ぬ

本 的
ほんてき

見直
みなお

し 

 ④ 支援
しえん

計 画
けいかく

は当事 者
とうじしゃ

の自己
じ こ

決 定
けってい

により 策 定
さくてい

されるべき、 行 政
ぎょうせい

と対峙
たいじ

する

場合
ばあい

もあり資格
しかく

の独 立 性
どくりつせい

の保 障
ほしょう

 

 ⑤ 現 行
げんこう

の 社 会
しゃかい

福祉士
ふくしし

や精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

の資格
しかく

を変
か
えていく 方 向 性

ほうこうせい
 

 ⑥ 何
なん

か 年
ねん

で当事 者
とうじしゃ

の立場
たちば

に立
た
ったケアプラン

け あ ぷ ら ん
が 作 成

さくせい
されているかどうか 実 態

じったい

を当事 者
とうじしゃ

中 心
ちゅうしん

の委員 会
いいんかい

が検
けん

証
しょう

したうえで資格化
しかくか

する。 

するなど、段 階 的
だんかいてき

に資格
しかく

を広
ひろ

げていく 方 向
ほうこう

   

①～⑥の上
うえ

、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門
せんもん

職
しょく

資格
しかく

を創 設
そうせつ

し、将 来 的
しょうらいてき

には、支 給
しきゅう

決 定
けってい

の

裁 量 権
さいりょうけん

を有
ゆう

する資格
しかく

とすべき 方 向 性
ほうこうせい

 

【報 告 書
ほうこくしょ

案
あん

で修
おさむ

正
ただ

すべき 点
てん

】 

１ 「 定 員
ていいん

５０名
めい

の施設
しせつ

の場合
ばあい

」のモデル
も で る

は３０ 名
めい

に変 更
へんこう

。 

２ 自立
じりつ

体 験 室
たいけんしつ

の保 障
ほしょう

などを、「 緊 急
きんきゅう

事態
じたい

に備
そな

えて」のあたりに入
い
れる。 

以 上
いじょう

 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

15 回
かい

 

H23.6.23 資 料
しりょう

１３ 


